
 

平成23年４月８日 

各      位 

会 社 名  株式会社 廣 済 堂 

代表者名  代表取締役社長 長代 厚生 

（コード番号 7868 東証・大証 第1部） 

問合せ先  経営企画本部広報ＩＲユニット 

ＵＭ 茅島 葉子 

電  話  （０３）３４５３－０５５７ 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成22年11月10日に公表いたしました平成23年３月期（平成22年４月１日～平成23

年３月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

業績予想の修正 平成23年３月期（平成22年４月1日～平成23年３月31日） 

１．連 結                                        （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当

期純利益 

前回発表予想（Ａ） 38,500 2,600 2,150 100 4.01 

今回発表予想（Ｂ） 38,000 2,600 2,150 650 26.09 

増減額（Ｂ－Ａ） △500 － － 550  

増減率（％） △1.3 － － 550.0  

（ご参考）前期実績 

（平成22年３月期） 
39,743 2,017 2,145 △591 △23.73 

 

２．個 別                                        （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当

期純利益 

前回発表予想（Ａ） 26,600 450 50 100 4.01 

今回発表予想（Ｂ） 26,400 370 160 790 31.71 

増減額（Ｂ－Ａ） △200 △80 110 690  

増減率（％） △0.8 △17.8 220.0 690.0  

（ご参考）前期実績 

（平成22年３月期） 
27,214 △573 △869 △380 △15.27 

 

修正の理由 

(連結) 

個別同様、当社グループを取り巻く経営環境は依然として厳しい状況が続き、売上高は前回予想を下回る見込みとな

りましたが、営業利益、経常利益は予想どおりの見通しとなり、当期利益につきましては、子会社（孫会社）の譲渡

（平成23年１月28日発表）及び本日別途公表の「特別損失の計上に関するお知らせ」等による特別損失を計上します

が、個別での固定資産売却による特別利益の計上等により前回予想を上回る見込みとなりました。 

(個別) 

下期においても受注競争の激化等、厳しい状況が続き、売上高、営業利益は、前回予想を下回る見込みとなりました

が、経常利益は営業外収益の増加により、また、当期純利益につきましては、本日別途公表の「特別損失の計上に関

するお知らせ」等による特別損失を計上いたしますが、固定資産の売却（平成23年３月30日発表）により特別利益を

計上したこと等により前回予想を上回る見込みとなりました。 

 

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は、今後様々な要因

によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


